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騎士道とキリス ト教
リチ ャ ー ドW.ケ ゥパ ー
ロチェスター大学
まずは、笠谷和比古教授、および国際 日本文化研究センター関係者の方々に対 し、この会議
にお招きくださったこと、また、今回の会議 で取 り上げた、重要かつ時に難 しいテーマにっい
て、一般の方々にお話しする機会を設けて下さったことについて、心よりお礼を申し上げたい。
また、僭越なが らこの会議の参加者全員を代表して、皆様のご厚意に謝意を表するものである。
私が とりあげたテーマ、「騎士道とキリス ト教」に関連 して、まずは、ある写本に描かれた
一つのイラス ト、続いて二編の短い物語を紹介 したいと思 う。
昨年の夏、私はロン ドンの新英国図書館 で、13世 紀から15世 紀にかけての見事な写本に集
められた、説教師および一般読者(聖 職者および一般信徒)向 けの説教について調べていた。
もちろん、最も重要と思われるものから読んでいったのだが、最終 日の午後に私が読み始めた
のは、既に読んだことのある物語だけが載せ られている二つ折 り本であった。 目新 しいものな
どないだろう、と思っていたが、意外にも、何気なく開いたページに見事な彩飾が見つか り、
それについてはここに掲載してある1。この彩飾は1250年 以前に描かれたものだ。右ページは、
鎧兜に身を固めて馬に跨った13世 紀の騎士である。ページの一番上の部分には、ラテン語で、
旧約聖書の 「ヨブ記」の一節、「Militiaestvitahominissuperterram」 、すなわち、「地上
における人類は騎士である」が引用されている。 「militia」とは、耐え難い苦難、戦闘、また
は騎士道 を意味する言葉である。私は興奮を抑えきれず外に飛び出すと、中庭を歩き回った。
道行 く人を捕まえて、私の大発見について話 したい衝動に駆 られた。とにかく、この騎士は、
先に上げた聖書の一説にある、騎士が直面す る苦難の象徴である。その装備一つひとつに宗教
的な名称がっけられている。ただしその名称 は、聖パウロが使ったもの(信 者に対 し、神の甲
冑を身にまとうよう促す、有名な一節にあるもの)と は異なる2。また、騎士道教本の著者 と
して最 も有名な、カタロニア人のRamonLullが 使ったシンボルを踏襲しているわけでもない。
もっとも、彼が本を書いたのは、少なくとも数十年後のことであるが3。とにかく、このペー
ジに書かれているシンボルは、その文章の作者もしくは絵の作家が選んだものだった。たとえ
ば、この騎士は、「キリス ト教」 と書かれた鞍に跨 り、厂忍耐」と書かれた槍を手にしている。
盾の三隅は、それぞれが 「父」なる神、「子」なる神、そして 「聖霊」なる神 とい う神の三っ
の位格に対応 してお り、中央で交わる線 はDeus(神)で ある。また、剣は 「神の御言葉」 と
名づけられている。 さらに彼が跨 る馬の部位 にも、それぞれ宗教上の名前が付けられている。
騎士の頭上には、様式化 された天国から、冠 を頂いた一人の天使が舞い降りている。天使が頂
いているのは王冠ではなく、騎士が強い意志で臨んだ戦いに勝利 した証なのであろう。天使が
右手に握った帯に綴 られた言葉で、すべての疑問は解消 した。それは聖パ ウロの言葉で、要約
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すれば、「すばらしい戦いをした者のみが、冠を勝ち取ることができる」とい う意味なのだ。
興味深いことに、天使は左手にも、巻物 を数巻握っている。それ らには、一部省略 されてはい
るが、イエス ・キリス トによる有名な 「山上の垂訓」、いわゆる 「八福の教え」が書かれてい
る。曰く、厂あわれみ深い人たちは、さいわいである。彼 らはあわれみを受けるであろう。柔
和な人たちは、さいわいである。彼 らは地を受けつぐであろう。平和をつくり出す人たちは、
さいわいである」4。この時点で既に、毅然とした態度で鎧に身を固めた騎士 と、山上の垂訓の
優 しく平和主義的な言葉 との間に、ある種の緊張状態が感 じられはしないだろうか。
右ページの騎士は、左のページから向かってくるものを見据えている。両開きのページ全体
が一つの絵になっているからだ。彼の視線の先にいるおぞましい悪魔の名前を読み取ることは
できない。文字が、ページを綴 じている部分に隠れて見えないからだ。 しかし悪魔を数えれば、
それらが 「7つの大罪」を表していることはすぐにわかる。醜い悪魔の背後には、さらに小さ
な悪魔がいて、それぞれが「7っの大罪」に関連する罪をあらわしている。中世におけるそれら
罪の重大さは、悪魔の大きさや位置によってわかる。例えば、代表的な罪である 「強欲」の後
ろには、「高利貸 し」と名づけられた、それよりも小 さな悪魔が描かれている。騎士 も孤立無
援ではなく、彼の前には七元徳 を表す七羽の鳩が並んでいるのだが、やはり 「騎士対悪魔」と
い う構図に目が行って しま う。
この絵は見事な出来ではあるが、私はこれを、一種のプロパガンダと見るべきだと考える。
つま りこれは、聖職者が騎士の理想像 を示 したもので、騎士も喜んで受け入れ、あるいは大金
を積んででも手に入れたいと思 うほどのプロパガンダだったはずだ。 しか し、これは現実的な
絵でもなければ、実際の騎士の姿や行動を示 したものでもない。騎士の実際の姿を示したとい
うよりも、騎士のあるべき姿を示したものなのだ。騎士の気持ちをくすぐってそのエネルギー
を利用 しようとする理想主義的で楽観的な騎士像を、実際の騎士の姿と勘違いすると、とんで
もないことになるだろう。この点については後ほど詳 しく述べる。
では、英国図書館の蔵書で見つけた二つの簡単な物語で、この写本の絵を補足しよう。宗教
作家 としても知 られるThomasCantimpratanusと い う修道士が、13世 紀中頃に、「Bonum
universaledeapibus(ノ 丶チによる公益)」 とい う記憶に残る題名の本を著 した`。13世 紀自
然哲学者グループの一人である彼によると、ハチは調和 した社会を形成 してお り、人類もそれ
に倣 うべきだ とい う。 しかしこの本は、主に、修道士が罪深き者の懺悔 として聞いた話を集め
たものであった。私が最初に紹介するのは、仲間の修道士がある騎士の未亡人の懺悔として聞
いた トマの話である。告白内容の守秘義務など、この際守る必要はあるまい。彼女の夫は強大
なカを持つ ドイツ人騎士で、馬上試合に熱中し、その際に命を落 としたことは間違いない。少
なくとも トマは、「彼は惨めに生き、惨めに死んだ(mortuusestautemmiserabilitersicut
vixit)」 と述べている。信心深 く敬虔な彼の妻は、さめざめと泣きながら(懺 悔の話では必ず
そ うであるが)、神父に亡夫の幻を見るという話をした。亡夫がどこにいるのかはわからなかっ
たものの、悪魔の大群が彼の周 りを取 り囲み、武装の儀式を行った。まず悪魔は、カ リガと呼
ばれ る兵士用の重い靴を彼に履かせ るのだが、その際、大釘で足の裏から頭の先までを貫く。
次に、騎士用の鎖かたびら、っま り鎖がっながった鎧を着せるのだが、その際も、大釘が背中
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から正面、正面から背中へ と体を貫いた。続いて大きな兜を頭に被せると、固定するための大
釘が頭頂から胴体、そして足の裏まで貫通 した。首から掛けた盾は大変な重さで、手足がすべ
て押しつぶ されてしまいそうだ。ところで彼女の夫には、馬上試合を終えると、一風呂浴びて
リラックスし、若い女性 とセ ックスに興じる習慣があったらしい。幻想に登場する悪魔は、燃
え盛る炎の桶に彼を沈めた後、熱せられた鉄のベッ ドに寝かせたのである。そのベッ ドで彼の
相手をするのは、醜いヒキガエル(buf旧onisilliushorribilis)だ った。あの恐ろしい光景が
頭から離れないのです、と未亡人は訴える。この話が騎士道に対する厳 しい批判であり、騎士
に対する警告であることは、論をまたないであろう。
もう一つの話は、 トマの本より少 し前に書かれたものであるが、その内容は大きく異なる。
ドイツの修道士、カエサリウス ・フォン ・ハイスター バ ッハが奇跡の話ばかりを集めて優れ
た本を書いたが、その中に死を目前に した領主の話 がある6。ある領主が、隣室が騒が しいの
で何事かと尋ねたところ、彼は、甥がある女性を強姦 しようとしたものの、激 しい抵抗に遭っ
ていることを知る。領主は正義を重ん じる騎士であり、躊躇なく彼に 「絞首刑」を命ずる。 し
かし臣下の騎士は、領主の死後のことを考え、命令に従 うふ りをするばかりだった。予想に反
して彼は死なず、甥が元気でいる光景を目の当たりにする。領主はこの甥をベ ッドの傍 らに呼
び寄せると、短剣の一突きで命を奪う。その後ほどなくして、死の床にある領主を司教が訪れ、
彼の懺悔を受ける。彼は様々な罪を告白したものの、甥を殺 したことには触れなかった。これ
を知った司教は、彼に聖体、つまり救世主イエス ・キリス トの身体とされる神聖なパンを与え
ることを拒否 し、部屋から出て行こうとする。そのとき、領主は司祭に向かって、勝ち誇った
様子で、聖体容器(手 提げ箱)の 中を見よと言 う。聖体はそこになく、すでに領主の舌の上に
あった。つまり、神はこの領主の徳を理解 し、司教が拒否 した聖体を与えたのである。
騎士をめぐる見解の相違は明らかである。騎士は秩序を乱す危険な存在として、天罰に値す
る存在であった。他方、たとえ騎士の行為が宗教規範に違反 しようとも、彼 らの価値は神に認
められ、理解 される。聖職者は、ラテン語のmilitia(騎 士道または献身)を もじってmalitia
(悪行)と 言っては楽しんでいた。
もちろん、中世人たちもこうした見解の相違を承知 していた。 しか し、私は今、この問題に
別の角度から光を当てようとしているのだ。具体的には、中世の騎士にとって宗教がどのよう
な意味を持っていたのかを明らかにしようとしているのだ。彼 らはいかなる理論によって、ま
たどのような具体的な言葉を使って、こうした見解の相違を埋めようとしたのだろうか。彼 ら
の信 じる宗教の創始者は、平和の大切 さと復讐の無意味さを説き、また、「剣に生きる者は剣
に死す」とい う言葉を残 した。にもかかわらず、騎士たちは剣に生き、力で栄誉を勝ち取らん
として、剣や槍を巧みに操る存在として自らを定義 したのである。こうした暴力と神聖なるも
のの問題が、キリス ト教に特有なものでも、もちろん中世に特有なものではないことは承知し
ている。残念ながら、これは世界史上の普遍的な問題であり、今 日もまた新聞紙上を賑わせて
いる。ある意味で言えば、そ うした普遍性 ゆえに、この問題の検討には極めて大きな価値があ
るのだ。また、中世においてそれが際立っていたという事実から言えば、問題の検討によって
何か重要な点が明らかになる可能性がある。つまりこれは、調査に値するテス トケースなのだ。
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騎士道が生まれたまさにその時代、中世の教会は、その主たる性質 と思想の形成期であった。
そろそろ、中世 ヨーロッパの騎士道 と日本の武士道を、十分な情報に基づき詳細に比較する試
みがなされてもいい頃ではなかろうか。私 としては、両者の比較研究でヨーロッパ側からの見
解を紹介できればと思っている。
問題の本質を見誤 らないためには、まず背景を理解することが大切である。中世 ヨーロッパ
では、未だモンティ ・バイソンの暗さと辛 らつ さや、前ラファエロ派の奔放で派手な色使いが
蔓延することもなく、ヨーロッパの誕生、その栄光 と挫折、ありのままのヨーロッパが明らか
となる。特に中世中期、お よそ11世 紀後半か ら14世紀初頭にかけての時期は、極めて変化に
富んだ時代 として、中世研究者を魅了せずにはおかない。 とい うのも、当時は人 口が爆発的に
増加 し、都市化が進み、通商が盛んになり、一般市民の宗教熱が高まり、司教やローマ教皇が
政治の実権を握 り、王制が成立 し、世俗法 と教会法が並存 し、大学教育が始まり、自国語文学
が興 り、ロマネスク建築 とゴシック建築、自然哲学、至上の愛の物語、そしてテクノロジーま
でもが発展 したからである。 「暗黒時代」とはよく言ったものだ。
しかしながら、大きな変化には問題がつきものだ。新 しい社会的 ・文化的環境の中で古い考
えがしぶとく生き残 る場合 も然 りである。その一例が、ローマ帝国の滅亡とゲルマン民族の移
動の時代から続いた、戦士魂 と因習 とい うやっかいな代物であろう。私は、中世 ヨーロッパは
暴力 とい う問題 を抱えていたと考えている。 もっとも、これに対しては激 しい反論があった。
人間の様々な活動において急速な発展を経験 しつつあった社会は、暴力の問題になんとか対処
しようともがいていた。問題を難 しくしたのは、暴力が高貴で勇敢な行為であり、しかも個人
の権利 として行われていたからである。つま り、暴力は現代的な意味での 「犯罪」ではなく、
有効かつ大規模な政治的権威の崩壊により、社会階層の上部に浸透した、私的目的に基づ く力
の行使であった。中世国家は徐々に形成 され、国内平和の維持をその目標に掲げたと言える。
しかし悲しいかな、中世の国家とその後成立した近代国家は、隣国を倒すことも目標 としたの
である。
通常、教科書では、はっきりと、平和と秩序をもた らす存在として騎士道を紹介 している。
騎士道を武人間の抑制力の受容 として捉え、騎士を温厚な紳士の原型に仕立て上げているのだ。
そ う考えれば、暴力や戦争は減るはずであろうし、少なくともそれほど激しいものではなくな
るはずである。
しかしながら、騎士が好み、目にし、耳にしたさまざまな文献(何 千ページにも及ぶ武勲詩、
ロマンス、騎士伝、騎士教本など)を10年 間にわたって調査 した後、私は、「一
ViolenceinMedievalEurope(中世 ヨーロッパにおける騎士道 と暴力)」 とい う本で、この
一般的なイメージをもっと様々な角度から考えてみた7。 この本で私が主張しているのは、騎
士道が一っの解決策になっていると同時に、暴力 という問題を引き起こしているとい うことで
ある。つまり、騎士道 とは本来、暴力を助長する可能性を秘めていたのだ。このことは当時の
人々も分かっていたはずである。つまり、そのような認識は後になって分かったのではなく、
中世の文献に見られるというわけだ。
ここで留意すべきは、そ うした中世の文献において、「騎士道(chivalry)」 は3つ の異なっ
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た(そ れぞれ の間に関係 がないわけではないが)意 味のいずれ かで登場す る とい うこ とだ。1
つ 目は、剣や槍使いの見事 さ、つま り槍 で貫き、剣 で叩き切 った り、切 り刻 んだ り、内臓 を え
ぐり出す といった意味 に用い られ る。2つ 目は、あ る戦場や機 会におけ る騎 士の一 団、 もっ と
広 い意 味で言 えば、騎士 とい う階級 全体 を指す。 そ して3つ 目は、騎 士の考え方や行動 に関す
る理想 を明 らかに した規範 とい う意味で ある。
我 々現代 人の場合 、よ り抽象的で魅 力的な側面 に 目が向くあま り、1つ 目の意 味を無視 して
しま うのは致 し方 ないこ とである。 しか し、 中世の人 々は、槍や剣 を持 った男同士が、血 と汗
にまみれ て戦 う姿 を心か ら賞賛 していたので ある8。 大切 なの は、理想化 された抽象 的概 念で
は な く、 トーマ ス ・マ ロ リー が言 うところ の 「極 め て現 実 的 な行 為(dedys[deeds]full
actual)」 なのだ。つま り、そ うした行為 が、戦士 たち を 「震 えさせ、 よろめかせ 、あえがせ 、
血 を流 させ る」のである9。
Lancelotが 馬上試合で戦 う姿を見た騎 士(13世 紀 の伝説 に基づ くロマ ンス、 「Lancelot」 の
終盤 に登場)に は、彼 のあま りの強 さに、ただただ驚 くばか りだった。
「… 賞賛 に値す る男にな ることがいかに大変 か とい うことについて、私 は今朝 までの考
えを改 めね ばな らない。私は今 日一 日で実に多 くの ことを学んだ。 おかげで、真 に価値 あ
る男 はこの世 にただ一人 しかいない ことを知 った。私が話 してい る男は、今 日、並みい る
騎士 を相手 に 自らの偉大 さを証明 した。そ して、騎士道が生まれて以来、 これ ほ ど見事な
活躍 を した者 は他 にいないであ ろ う」
彼 は、その男 の素晴 らしさを次の よ うに述べてい る。
「その騎 士に よる千回以上 にお よぶ見事な攻撃を、私 は正確 に説明す ることができ る。彼の
活躍 を見逃す まい と、そ の動 きをつぶ さに追っていたか らだ。彼 は、剣 を5回 動か しただ
けで、5人 の騎士 と5人 の兵士 を倒 した。その あま りの速 さに、相手の馬 も騎二士 も、 も う
少 しで真 二つに され る ところだ った。私 自身の こ とを言 えば、彼 は私の盾 をた った一撃で
真 二つに し、一撃 で鞍 を切 り裂 き、 同 じく一撃で馬 の身体 を肩か ら真二っ に した … さ
らに彼 は、4人 の騎士 を槍 の一突 きで倒 した。彼 は私 を離す まい。そ して私 も彼のそ ばを
離 れまい。彼 ほ どのす ば らしい人物 とめ ぐり合 える ことはないのだか ら」10
こ うした賛辞は、架 空の物語 に限 られ た ものではない。歴 史的な文 献に も、Lancelotで さえ
感 嘆す るよ うな武勇談がい くつか残 っている。 中世後期 のス コッ トラン ドの英雄 、ロバー ト ・
ブルー スの場合、最 も有名 な武 勇伝 は、 「バ ノ ックバー ンの戦い」(1314)が 始 まった直後 、
イ ングラン ド軍 の指揮 官ヘ ンリー ・ド ・ボーアンの頭 を兜 ごと叩き割 った とい う話 である。彼
の年代記の編者で あ り伝 記作家で もあ るジ ョン ・バ ブアー によれば、ブル ースはたった一人 で
イ ングラン ド軍か ら川の狭い浅瀬 を守った とい う。彼 は、1人 ずつで しかかかって こられ ない
敵兵 を次々に倒 してい ったのだ。 「Strangwtrageouscuragehehad(彼の勇敢 さは 目を見
張 るばか りだった)」 。 バブアーはまた 、川 の中に死体 の山が築かれてい く様 を誇 らしげに描
く。ブルー スが6人 目の男 を倒 した ところでイ ング ラン ド軍 はひ るむ。やがて1人 の騎 士が、
名誉 を挽回せ よ、ブルースがいつまで も1人 で持ち堪 え られ るはずが ない、 と他 の騎士を叱咤
激励す る。 しか しブルースは耐え忍 んだ。や がて援軍 が駆 けつ け、そ こに14の 死体が横 たわっ
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ているのを見たと記 したバブワーは、ブルースに借 しみない賛辞を送る、「群がる敵に堂々と
立ち向かったブルースをその場で一 目見た者はみな、彼 を最強の男と呼ぶだろう」11。
引用できる箇所は他にも山ほどあるが、すでに私の言わんとしていることはお分かりいただ
けたと思 う。社交儀礼 として認識 されていたにもかかわらず、騎士道は荒々しい暴力に満ちて
いたのである。イングランドの著名な文化人類学者、ジュリアン ・ピット=リ ヴァーズが、
「名誉挽回の究極の方法は暴力の行使である」 と言 うように、栄誉はカで勝ち取ることができ
るのだ12。ちなみに、その点については中世の作家たちも憂慮 していたとい うことは指摘 して
おかなければなるまい。暴力礼賛への不安 とそれへの根強い抵抗が根底にあったのだ。私は別
の機会に、そ うした動きについて分析を試みたのだが、今回のテーマか ら逸脱するので、それ
について触れることは控える。
今回の検討に関連 して、英雄としての勇敢な行為が騎士のアイデンティティに欠かせないと
い うことが分かった。このことは、急速な発展をする社会が、統治、法律、哲学、建築などの
分野でなんとか秩序を確立しようす る際に、深刻な結果を引き起こしたはずだ。 さらに、中世
キリス ト教に葛藤をもたらす ことにもなった。 こうした点を念頭に置いて、再び基本的な問題
について考えてみよ う。キリス ト教は、騎士道の武力崇拝とどのように折り合いをつけたのだ
ろうか。騎士は宗教 と無関係であったため、こうした問題にも全く無関心だったのだろうか。
それ とも、敢えて矛盾から目を逸 らしていたのだろうか。いや、両者の間で、もっと微妙な駆
け引きが行なわれたのだろうか。
最も成果が期待できるアプローチは、中世キリス ト教が、苦行、とりわけ肉体的苦行を極め
て重視 していた点に注 目することであろう。テル ・アヴィヴ大学の学者、エスター ・コーエン
は、こうした苦行重視の特徴を見事に捉えている。彼女は、私たちが興味を抱いている時期の
西ヨーロッパにおける 「フィロバ ッショニズム(philopassionism)」 について論 じている。「フィ
ロバッシ ョニズムjと は、苦しみや痛みを、回避すべきもの、あるいは乗 り越えるべきものと
してではなく(歴 史的には、その傾向が強い)、善として捉えようとい う積極的な考え方であ
る13Q
この文化的現象を端的に表す表現が、聖ベルナール ・ド・クレルヴォーが殉教者について書
いた次の文章である。
「イエス ・キリス トが受けた傷を思 うと、殉教者は、自らの傷の痛みを忘れる。た とえ体が
切 り刻まれ ようと、彼は誇 らしげに立ち尽 くす。わき腹を剣で引き裂かれても、彼は、神
にささげた自らの血がほとばしり出る様を、勇気 と喜びにあふれた表情で見つめる。 しか
しその時、殉教者の魂はどこにあるのだろうか。それは絶対に安全な場所、すなわちキ リ
ス トの体の奥深くにあるのだ。殉教者の魂は、イエスの傷口より入り、イエスと一体 となっ
たのだ。 これこそ、痛みに対する鈍 さではなく、愛の成せる技なのだ14」
シエナの聖カタリナはある書簡で、さらに明確に述べている、「キリス トが磔にされたこと
を喜びな さい。苦 しみを喜びなさい。虐げられても耐えるのです。キリス トが磔にされても耐
えるのです。キリス トが磔にされたままの聖十字架に、貴方の心臓と魂を接なぎ合わせるので
す。そして彼の傷を、貴方の家とするのです」15。
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これは、中世ヨーロッパ社会で隆盛をきわめた誇 り高い騎士階級 とは全く結びっかない。 さ
らに理解を深めるために、ここで、賞賛に値する苦行と騎士道との関連性を示す最高の証拠を
お見せ しよう。それらは、14世 紀半ばに書かれた2つ の論文からの引用で、作者は、イング
ラン ド人のヘンリー ・オブ ・ランカスター、およびフランス人のジョフロワ ・ド・シャルニー
という、いずれも当時の有力な騎士である16。二人 とも、フランスとイングラン ドの王家の間
で戦われた百年戦争の第一期(1337年 ～1360年)に おいて、激 しい戦闘を数多く経験 した。
それぞれの君主によって騎士団の創設メンバーに選ばれてお り、そのことから、両者が高い位
の騎士であったことがうかがえる。すなわち、ランカスターはガーター騎士団、シャルニーは
星騎士団の一員であった。また、共に敬虔なキリス ト教徒でもあったことは、その価値ある所
持品から明らかである。ヘンリーはキリス トの 「荊の冠」の棘を一本、ジョフロワは 「トリノ
の聖骸布」として知 られるものを所持 していた。つまり、彼 らは本物、すなわち有能かっ敬虔
な騎士であ り、その著書は、単なる個人的見解にとどまるものではない。
初代のランカスター公、ヘンリーは、1354年 に 「L、ivredeseyntzmedicines(聖 薬の本)」
を記 した17。この本は、もともと一部の友人のために書かれたものだったが、後に、他の著名
な騎士たちの手に次々と渡っていった。 この事実からも、本の内容が当時の騎士から高く評価
されていたことが うかがえる。おそらくこれを読めば、騎士の鑑 と謳われた人物の考え方がわ
かるはずだ。
ランカスターの本には、彼 自身の耳、 目、鼻、口、手、足、そ して心臓それぞれが、七つの
大罪すべてに関連するものとして描かれている。その組み合わせや並べ替えの数たるや、いか
なる学者も満足させるほどだ。オックスフォー ド大学の著名な古代フランス語学者、M・ ドミ
ニカ ・レジェは、この本が贖罪の意味で書かれたのではないか と指摘する。確かに、244ペ ー
ジにわたって、イギリスに移 り住んだノルマン人が話すフランス語で書かれた大げさな物語や
古臭い寓話 と格闘する読者は、それを読むこと自体が一種の苦行 と思 うかもしれない。だが、
これは非常に有益な読み物でもあるのだ。辛抱強く読み続けていれば、これが騎士によって書
かれたものであることが分かるだろう。負傷、戦争、宮廷、城、包囲、身代金、背信、戦時の
安全通行などを意味する、封建時代および騎士階級に特有の用語がふんだんに散 りばめられて
いるからだ。
ランカスターがこの本で今回のテーマに触れているのは、わずか数ページにすぎないが、全
文を引用することにしよう。
「神 よ、あなたが人の姿 となり私たちに示 してくださった愛をもって、私の罪を赦 し、私を
お守 りください。悲 しいかな虫けら共の餌食になろ うとも、私があなたのようになること
ができます ように。天、地、海、そしてそこに在 るすべてのものの王であるあなたのよう
に気高い王となれますように。 もしこの人生において、肉体的苦痛を味わい、財産を奪わ
れ、友人に裏切 られようとも、あなたへの愛を持って、それらに耐えることができますよ
うに。なぜなら神 よ、あなたはすでに、私のためにこの地上で苦しみを受けて下さったの
ですから。私があなたのよ うに、あなたが与えてくださる苦しみ、苦役、痛みを喜んで耐
え忍ぶことができる強い心を持っことができますように。報酬のためでも、贖罪のためで
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もな く、ただ あなたへの愛の証 として耐 え忍ぶ ことがで きます よ うに。 なぜ な ら、あなた
も私への愛の証 として、そ うして下 さったので すか ら(4)」
ここで は一人の騎士が、 「inimitatioChristi(キ リス トのまねび)」 として苦痛 を享受 す る
ことを誓 っている。 そ こに一貫 して流れ る思想 は、 「苦 しみ」 である。彼 はそれ を序列化 し、
最 も尊い とされ るキ リス トを通 じた神 の苦 しみに よって人類 は救済 され る。 キ リス トの受難 に
おける苦 しみの描写は、我々現代 人か らすれば異常 とも思 える もので、中世後期 の十字架像 に
つながる。 その十字架 にかけ られ ているのは、辱 め を受 け、身 をよ じり、血 を流 した キ リス ト
の亡骸 であ り、その姿を見れ ば誰 もが思わず 目をそむ けて しま うだろ う。 ランカ スターか らの
引用 は控 えておこ う。彼 は、キ リス トの母 である聖母マ リアの苦悩 について、想像力豊か に描
いている。 また聖者 、特 に殉教者 の苦悩 については、 あ りふれ た表現で はあるが、少な く とも
尊敬 の念 を持 って描 いている。 しか し、序列 の一番 下 に位置す る人間の苦 しみ も、そ こに大儀
と正 しい動機 があれ ば、罪 か ら生 まれ た、 ど うしよ うもない重荷 を多少な りとも軽減す ること
ができるだろ う。
ヘ ン リーは、時に彼 が 「SireDieux(SirGod)」と呼ぶ神 のために苦 しみを受 け入 れ よ う
と思 った。 高慢 になるこ とを避 け るべ く、彼 は、世俗 的な些 事に こだわ るこ とをや め、 「苦 し
み と困難 を通 して」神 に仕 えよ うと決心す る。 自らの大罪 の償い として、彼 は 「苦 しみを受け
入れ 、愛す る神 に喜んでい ただけ る術 を見 つけ よ う」(116)と 語 る。 実際、彼 の苦 しみ は、
わずかで はあるが キ リス トの苦難 に類似 していただ けでな く、キ リス トの苦 しみへ の報 いでも
あったに違いない。次の言葉がその ことを示唆 して いる。
「神 よ、 あなたへの愛のために、私があ らゆる苦痛 と悲 しみを耐 え忍ぶ こ とができます よ う
に。 愛す る神 よ、あなたが味わった筆舌 に尽 く しがたい悲 しみ 、苦 しみ に対 して 、私 が少
しで も報い ることができます よ うに(191)」
さらに彼 は、次の ように祈 る。
厂地上 でのわずかな苦痛 を耐 え忍 べば、地獄 での凄 ま じい苦痛 を逃れ ることがで きると理解
できます よ うに。 この世 における、取 るに足 らない苦 しみ を耐 えることで、地獄 での恐 ろ
しく、 救 いが たい苦 痛 を回避 で き る とい うな ら、 それ は願 って もない ことです(Ceo
serroitunebonmarchandise)。そ して また、与 え られた苦 しみ に耐 え地獄 の苦痛 が軽
減 され ることこそ、なによ りの報 いに違 いないのです(197)」
これ は、 たびたび 「浅 ま しき肉体(cheitifcorps)」 につ いて触れ 、その身は地獄で茹 で ら
れ 、揚 げ られ、焼 かれ る(enenfernboill町,rosteretfrire)(124)に相応 しい としたため
た男 の心情 で もある。(124)
これ ほ ど禁欲 的で、宗教的感情 はないだ ろ う。 しか し、そ こに騎 士道 とのっ なが りはあるだ
ろ うか。 騎士、っ ま り、武勇 で鳴 らす ・それ は肉体崇拝 の究極 であ る者 が、 自らの 肉体 を嫌悪
し、 肉体 の苦 しみ を望むだ ろ うか。そ うした感情 は、騎 士ではな く聖職者 が抱 くものではなか
ろ うか。ヘ ン リー ・オブ ・ランカス ター は、単 に懺悔者 の言葉遣 いを真似ただ けなので はない
か。もちろん、それだけでも彼が興味を持っていた証拠だ。 しか し私は、それ以上 のものがあっ
た と考 える。 まず 、彼の作品 を支 える創意溢れ るコンテクス トに注 目してみ よ う。矯正 を必要
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とす る罪の場所 を、彼 は 「傷(wounds)」(下 げ るべ き 「熱 」や切 開すべ き 「腫れ物」 で はな
い)と 呼ぶ。 そ して 、 「傷」 は武器 に よって生み 出 され る。ヘ ン リー はまた、 「骨 折(viles
brisures)」 とい う言葉 も使 ってい る。 これは城 内の階段 で不注意 にも転倒 した場合 を想 定 し
たのではないはず だ。 この論文 に登場す る戦闘 について は、一読 の必要が ある。
さらにヘ ン リー公 が、 間接的 にで はあるが、思考の流れ を的確 に描写 してい る箇所がい くっ
かある。 聖母 マ リアの涙が彼の傷 口を どのよ うに洗い流 して くれ るのかについて、彼は鼻 の傷
に言及す る。 これ は、キ リス トが受難 として鼻 を幾度 も殴 られ たこ とを念頭 に置いてい るか ら
なのだ。彼 は敬 虔な気持 ちで語 る。そ の ときのキ リス トの鼻 は、馬上試合 に参加す るベテ ラン
戦 士の鼻の よ うだったに違い ない、そ の唇 は、打 ちのめ され て色 を失 い、ひ どく膨れ上 がって
いたに違 いない と。彼 は話 に夢 中になるあま り、キ リス トは馬上試合 で戦 った のだ と言 い出す
始 末だ。 しか も悪魔 を打ち負 か し、人 類 の生命 を守 った のだ とまで言 い放 つ(138)。 ランカ
スターの想像 では、キ リス トと騎士 は、そ うした鼻へ の一撃 による苦痛 を分 かち合 って いるの
だ。
ヘ ン リー ・オブ ・ランカスター は、騎 士の生き方 自体 を、受 け入れ 可能 なもの、いや喜 んで
受け入 れ られ るもの として考 えていたが、神 の 目か らすれ ばそれ は贖罪 に見えた と言 っても過
言では あるまい。militia(騎 士道)自 体 が、imitatioChristi(キ リス トのまねび)の 形態 で
あった。 つま るところ、ヘ ン リー ・オブ ・ランカスターは十字 軍につ いて語 っているわけでは
ない点に注意す る必要がある。彼 自身 は、一度 な らず 十字軍に参加 した ことがある。 また聖 地
巡礼 に も何度か言及 しているが、論文 の中に、異教徒 との戦いに関す る記述 はまった く見 られ
ない。 巡礼について も、聖地へ の旅 として捉 えている らしく、聖戦 として武装 した旅 ではない
のだ。彼 は、苦難に満 ちた人生や 、騎 士が耐え忍ぶ激 しい攻撃を、神 に対する膨大 な重荷 の返
済につなが るもの と信 じていたはず だ。 た とえそれが、地中海 地方への十字軍や チュー トン騎
士団 との聖戦参加 ではな く、百年戦争 と呼ばれ る戦 いを意味 していた として も。償 い としての
苦 しみを意味す るものは、聖戦 だけではな く、騎 士道 その ものなのだ。
こ うした考 え方は、次に紹介す る論 文で、 よ り明確 に示 されてい る。その論文 は、ヘ ン リー
と同 じ時代 を生 きた著名 なフランス人騎 士で あ り、 「Livredechevalerie(騎 士道 読本)」18と
い う作品の作者で もあ る、ジ ョフロワ ・ド ・シ ャルニーに よって書かれた。シャル ニーは、本
当の意 味での精力的な騎 士であった。彼 が この論文を書いたのは、大規模 な王室騎 士隊を 目指
して新 しく結成 され た、フランス国王 ジャン(1350-64)の 星騎 士団 のた めで ある。 当事 の百
年戦争 で、フ ランスの騎 士道 が敗 北を味わった よ うに、 この騎士団が敗北 を喫 したため、シャ
ル ニーの論文は 当時の人々か ら無視 され ることになった。 しか しランカス ターの本 と同 じく、
この本 に も多 くの有意義な情報 が含 まれてい る。
ヘ ン リー ・オブ ・ランカスターの論 文で騎士道が言外の意味 を持っていた とすれば、ジ ョフ
ロワ ・ド ・シ ャルニーのそれ は、騎 士道 に関す る宗教的含みに満 ちた論文 と言え よ う。 そのた
め、シャルニーの騎士 らしい信仰 心を分析す るにあたっては、ヘ ン リーの著作の時 とは逆のプ
ロセ ス を辿れ ば よい。 ヘ ン リーの論文 では、宗教的 に重要 な苦 しみ について検討 し、 その結
果 として苦 しみ と騎 士道 とのっなが りを見出 した。 「騎士道読本」 では、 まず騎士道 におけ る
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苦しみを強調す るシャルニーの姿勢について検討 し、その後、宗教的な贖罪との関連性 を見出
すべきであろう。
ランカスターと同様、シャルニーも、肉体的苦痛を善と考え、肉体そのものは何の意味も持
たないと考えていたに違いない。実際、彼はランカスターのように、「浅ましき肉体(cheitiz
corps)」 とい う表現を好んで用いた。この二人な ら、見事なハーモニーを奏でながら、怠惰の
弊害について論 じるのではないだろうか。その際シャルニーの果たす役割は、料理の選択や上
等なワイ ン、最高のソースについて頭を悩ませる人々を激 しく非難す ることであろ う。ふかふ
かのベ ッド、清潔なリネン、夜更かしなどを、気難 しい修道院改革推進者顔負けの言葉で糾弾
するはずだ。ここで指摘 しておきたいのは、とりわけ大食とい う悪行に関しては、ランカスター
に一家言あるだろうということである。彼は美食家として知られていたが、食の喜びを罪とし、
また、この論文を書いた当時は通風を患っていた。一方シャルニーは、厂肉体を甘やかすこと
は、あらゆる善に反する」 と述べ、肉体を甘やかす こと自体について簡単に触れるにとどまっ
ている。
そこで、人生における明らかな目標 とは、肉体を鍛え、軍事行動に伴 う危険や苦痛を恐れず、
黙って受け入れるとい う過酷な軍事的努力である。シャルニーはまた、歴史に名を残す機会が
到来すれば、進んで危険や苦痛を受け入れるよう求めている。 さらに、そ うすることで、優 し
い婦人たちのため息 と賞賛を得ることができるだろうとも述べている。
しか し何より大切なのは、男性 としての肉体の酷使、苦闘、そして英雄的犠牲である。また、
熾烈な戦いの場に向か うまでの過程も重要なのだ。シャルニーは、戦いのために旅を続ける者
を褒め称えた。
「長旅に危険はつきものである。だからこそ、多大な犠牲を払い、また、苦難や危険に遭遇
しながらも旅を続ける兵士たちは尊敬に値するのだ(90-1)」
彼は、 「武道は耐え難 く、ス トレスと危険に満 ちてい る」としながらも、有能な男について
「強い目的意識を持ち、意気軒昂であれば、何事にでも喜びと自信を持って対処することがで
き、それに伴 う努力を厭 うはずはない」(116お よび119)と 主張した。
ある意味で言えば、肉体的苦痛や努力それ自体が善である。 しか しそれ らは、シャルニーに
とっては男性 としての最高の資質、すなわち 「勇敢 さ」(私 はこれまでそ う主張 してきた)に
必ずついてまわるものだ と考えるべきである。巧みに、勇敢に、実際に力を駆使 して、槍や剣
を振 り回 し、血 と汗を流 しなが ら戦い続けることが、栄誉を手にするための望ま しい方法であ
る。そ してシャルニーは(あ らゆる時代の戦闘のプロと同じく)、そ うした栄誉こそ、苦痛や
死に代えてでも勝ち取る価値があると信 じていた。分かちがたい関係にある勇敢さと栄誉は切っ
ても切れない関係にあって、人間が手にすることのできる最も尊い功績なのだ。苦しみに価値
があるのは、それが栄誉をもた らす勇敢さに結びついているか らである。本の冒頭で、彼は戦
闘様式の序列を明 らかにしている。いずれも勇敢さを示 し、栄誉をもた らすとい う点で等しく
価値があるものの、その程度には違いがあるとい うわけだ。一騎打ちはすば らしい、だが馬上
試合(団 体戦を含む)は なお素晴 らしい。間違いな く戦争は最高だ、といった具合である。例
えば馬上試合が一騎打ちより評価が高いのは、それがより多 くの装備と費用を要するからだけ
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ではな く、 厂肉体の酷使(travaildecorps)、 肉体のぶっか り合い、傷害 、そ して時 には死の
危 険 を伴 う」(86-7)か らで ある。 もちろん、本格 的な戦争にな ると、 さらに多 くの労力 が必
要 とな り、死 の危険 も高ま る。 いみ じくもシャルニー が述べ ている よ うに、 「優 れた戦 いは、
優 れた肉体を証明す る(parlesbonnesjourneessontesprouvezlesbonscorps)」(90-1)
のだ。
戦いにおいて 自らの肉体的価値 を証 明す る有能な男 は、他 の者 の模範 とい う大きな責任 を担
うこ とになる。 その責任 をま っと うす るには、 「努 力 と忍耐で、恐 ろ しい危 険 に身 を さら して
も、 自 らを鍛 え続け」(108-9)な ければ な らない。彼 らの勇敢 なる行為 とは
「困難 に耐 え、厳 しい訓練 を重 ね、恐 ろ しい危険に耐 え、数々の大きな戦いで多 くの友の死
に直面 しつつ も、なおかつ行 われ る もので ある。その よ うな経験か ら、彼 らは深 い悲 しみ
を味わい、強い感情を持 つのだ」(110-111)
ヘ ン リー ・オブ ・ランカスターも 「肉体、物品、友人 に関す る苦 しみ」について同様の コメ
ン トを残 していた ことが思い出 され る。
シャルニーは、 「過去 も現在 も過酷 な」、 こ うした有能 な男た ちの生 き方 を語 りつ くす こ とは
で きない と言 う(110-111)。 しか し、価 値 あ る男は 「苦 しみ を厭 わない」(116-17)。 こ うし
た価値観 に身 を置いて生 きて きたシャルニー に とって、勇敢 さ、苦痛、栄誉の必要性 を認識 し
ない者 は、理解 を超 えた存在であった。彼 は、偉業 を成す こ となく老 けてい くこ とがい かに苦
しく恥ずか しい こ とか、痛感す るのだ(112-13)。
論文 の最後 の方で、大変重要ではあ るが、 明 白な事実 を読者 に知 って も らいたい との思いか
ら、再び彼 は次 のよ うな短い話 をしてい る。
「そ して、今後 も偉大 な仕事 を成 し遂 げたいのであれ ば、努力 を惜 しまず、武器 を とり、戦
うべ き戦い に参加 し、海であれ山で あれ 、幾多 の国境 を越 えて、 どこまで も行 きな さい。
危険 を恐れて はい けない、己が肉体 を蔑む あま り、その肉体 で戦 うこ とを躊躇 してはな ら
ない。ただ あなた の魂 と栄 えあ る人生 だけを 目指す のだ(194・5)」
ここでも彼 は、魂 と栄誉 を一対の もの と考 えている。 また、勇敢 さ、栄誉 、戦 闘に伴 う苦 し
み とい う、一般 に世俗的三位一体 と考 え られ ている3者 と基本 的な宗教理念 との間の関係 につ
いて、我 々 と同 じ疑 問を提起 してい る。 シャル ニーは、それ らが どの ように関連 している と考
えたのだろ うか。
当然 の ことなが ら、まず シャルニー は、神 が騎 士の勇敢 さの源 だ と確信 している。 申 し分 の
ない素晴 らしい贈 り物 は全てそ うで あるよ うに、 これ も天 か ら与え られ るものなのだ。偉 大な
兵士 としての素質 に恵 まれ る とい うこ とは、単な る幸運 とは違 う。 なぜ な ら、
「兵士 としての名声 を勝 ち取 り、それ を契機 に地位 が高ま り、賞賛 を浴 び る。 多大な努力 を
払 い、危 険を乗 り越 え、勇気 を奮 うか らこそ、そ うした賞賛を受 け ることができ るのだ。
名声 を博す行為 が可能 なのも、神 の慈 悲のおかげなのであ る。 また、恩恵は幸運 に よって
もた らされ たのではない。 当然 のこ となが ら、それは永続 す るはず で ある」(134-5)。
シャル ニー が繰 り返 し述べてい るよ うに、贈 り物 を受 け取った場合 の信 心深 い対応 とは、神
に心 か ら感謝 し、それ を有効 に活用す る ことで ある。
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しかし、過酷な人生と騎士の勇敢な苦 しみに、宗教的な意義はあるのだろうか。それは、犯
した罪の程度によって死後の救済が決まるとい う14世 紀までの考え方によれば、人生におけ
る苦 しみは罪の償いとなりうるのだろうか。シャルニーは復讐にとって騎士は重要な存在だと
主張する。彼は、まずこの問題を取 り上げるにあたって、社会の様々な序列(神 によって定め
られた階級や分類)に ついて検討を行った。シャルニーによれば、いくつかの宗教的階級は自
らと他者のために祈 り、世界 と肉欲を嫌悪 している。 しかし、「彼 らは、戦場に赴 き、武器を
手にすることに伴 う過酷な努力、身の危険を感 じることはなく、死の脅威に怯えることもない」
(166-7)。 彼は騎士とい う身分について、特に騎士たらんと努力する者にとっては、最も過酷
な生き方であると断言する。もっとも、僧侶の掟では、食事 と睡眠を制限し、夜の勤行が求め
られるが。
厂騎士道の過酷さとは比べるべくもない。有能な騎士が、騎士道を真剣に追求する中で絶え
ず直面する苦難、苦痛、不快感、恐怖、危険、骨折、負傷について考えてみるがいい。武
器を取って偉業を成 し遂げようとする有能な騎士が味わう苦しみは、宗教に生きる者にとっ
て無縁のものである」(174-77)
僧侶 と同じく、騎士は食事 と睡眠を厳 しく制限されるが、厂僧侶が危険か ら守 られているの
に対し、騎士は常に、敗れた り、殺 された り、捕 らえられたり、あるいは傷ついて、そこから
必死になって立ち直らなければならない」。 しかも、遠征、難破や盗難 といった危険も伴 う。
「これほど過酷な経験をする[僧侶の]階級がいるだろうか。」19。シャルニーは次のような言葉で、
議論をしめくくる、「実際の騎士階級は、魂を救済し、肉体に栄光をもた らすことができるの
だ」。シャルニーは、「魂の救済ではなく、世俗的な栄誉のために戦 う者」を非難 し、「世俗的
な栄誉ではなく、神の愛を勝ち取 り、魂を救済するために戦 う者」を讃えた。 さらに、「騎士
の高貴な魂は、天国に終の棲家を与えられ、肉体には永遠の栄誉が与えられるだろう」と断言
す る。救済と武勇による栄光には明らかな共通点がある。肉体を酷使 し、戦闘で肉体を危険に
さらす ことによって、肉体は単なる肉体ではなくな り、煉獄を経て天国にたどり着いた魂は、
苦しみや病から解き放たれた永遠の肉体と一体 となるのだ。ヘンリー ・オブ ・ランカスターは、
これを 厂sansfyn(終 わりなき)」歓喜への安全通行権 と名づけた。
ランカスターと同様、シャルニーもまた、十字軍ではなく騎士道全般について考えた。ラン
カスターは十字軍の一員 として、ムーア人 と戦 うためにスペインと北アフリカに、また(ヨ ー
ロッパでの戦争が小康状態のとき)ス ラヴ人 と戦 うためにプロシアまで遠征 したが、1345年
には、シャルニーも十字軍の一員 として、(同 じく百年戦争の沈滞期に)ア ナ トリアへ向かっ
た。そしてこの戦いを、厂正 しく、神聖で、確かなもの」(164-5)と 呼んでいる。 しかし両者 と
も、十字軍を特別視 してはいない。実際、シャルニーは細心の注意を払い、正当な戦争に参加
しても、魂は危機に晒されないとい うことを読者に伝 えようとしている。14世 紀の騎士 とし
ての二人がこの点にこだわっていることは重要である。聖職者が唱えた十字軍とい うイデオロ
ギーは、国内で騎士が行 う戦いを罪深いものとし、キ リス ト教の敵との戦いは贖罪の意義を持
つ価値ある行為 として、両者を区別 していた。 しかしランカスターとシャルニーにとって、つ
らい遠征、不自由な生活、強力な敵との大儀ある戦いに伴 うあらゆる危険や苦痛は、神への愛
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を証明するものであり、また、キリス トの犠牲を必要 とする罪をいくらかでも償 うものだった
のである。
こうした考え方は、シャルニー とランカスターにとっては理論的で必然的なものだったが、
リベラルな宗教観を持つ現代の研究者にとっては、 どう控えめに言っても不適切だと感 じられ
るだろう。個人に対してどんな苦痛や危険が及ぼ うとも、他者を切 り、殺し、破壊することは、
宗教的に賞賛されるべき行為 とは到底思えない。事実、中世の作家にも、そう感 じる者がいた。
しかし彼 らは少数派に過ぎず、中世のほとんどの学者や神学者は、戦争や神の意思について、
現代人には理解 しがたい見解を持っていたのである。
こうした考え方が、中世社会の騎士階級にどのよ うな恩恵をもたらしたかについては、あく
まで歴史的な事実を基に考察す るべきだろう。 ウィリアム ・ジェイムズは、著書 「宗教的経験
の諸相」の中で、「自己犠牲への衝動」は 「宗教の中心的な現象」であり、「純粋な禁欲精神」
を 「浅ましき肉体に対する激 しい 自己嫌悪」 と位置づけている20。通常、中世の禁欲主義は、
何か大切なものの放棄を伴 うものだった。聖職者はセックスを棄て、女性は(キ ャロライン ・
バイナムが示 したように)食 事を諦めることがあった21。だが苦痛 と暴力に関する限 り、騎士
はその両立に成功 したのである。騎士道 とい うイデオロギーによる自己犠牲と哀れな肉体に関
する解釈は、実に見事なものであった。その結果、騎士階級は大きな力を得たのである。騎士
は、勝者であると同時に犠牲者でもあるのではないか。自らを誉めそやしながらも辱 めていた
のではないか。彼 らは、戦場での武勇伝 を、自らの美 しい肉体がもたらした輝かしい勝利と考
えた。そ してその結果、当然のことながら、熱烈な賞賛 と煌びやかな戦利品を手にしたのであ
る。また彼 らは、激 しい戦いや戦場での苦しみに不満の声をあげても許された。なぜなら、体
を切 られ、痣を作 り、骨折するかもしれないのだか ら。つまり、騎士としての職務を果たすこ
とで、その際に彼 らが犯 した罪を償 うことができたのである。世界における騎士の支配的な地
位を確保するため、優れた身体能力と耐性を彼らに与えたのは、神自身である。 しか しなが ら
神は、自らの息子のように、騎士が大儀のもとに苦しむことを喜ぶ。つまり槍や剣の技術によっ
て証明され、誇 りと様式美に満ちた叙事詩やロマンス文学で賞賛 された身体的優越があればこ
そ、肉体を痛めつけ、すべてを危険に晒 し、槍や剣の攻撃を受けることによる犠牲や苦 しみを
味わ うことになるのだ。騎士は、苦痛 と肉体による贖罪の思想に基づ く、当時の支配的な宗教
的パラダイムに参加 しようとした。本来それが、聖職、具体的には修道士のものであるにもか
かわらずだ。同時に彼 らは、勇敢 さ、栄誉、肉体賛美に基づく騎士的パラダイム(戦 士の永遠
の規範 とみなされ、特に現在の ドイツ ・オース トリア地域に起源を持つ)の 実践に励んだので
ある。
二つの思想は相反 しているように見えるが、結局は一つに交わるのである。なぜなら、騎士
道の宗教的側面は、苦しみによって罪を償い、苦 しみに耐え うる強さを神に感謝するという点
で、大儀iの実践に他ならないからである。そして、騎士道を完璧に実践することは、宗教的立
場からどのような制約が加えられるにせ よ、騎士にとって大きな名誉であった。ヘ ンリー ・オ
ブ ・ランカスターは、自分のことを虫けらのごとき存在だと本気で思っていたわけではあるま
い。 しかし、多くの聖職者には、高貴な元 「虫けら」を仲間として受け入れる意思があった。
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実際、老齢と身体的衰えによって騎士道を全 うすることができなくなると、騎士の中には僧侶
に転向する者がいた。しか しほとんどの騎士は、毅然 としてその地位に留まった。私は、ヘン
リー ・オブ ・ランカスターを侮辱するつもりはない。彼の信仰は本物であり、彼の感情が宗教
的感性に根ざしていたことは疑いようがない。ただ し彼は、二兎を追っていたと言えるのでは
ないだろうか。彼は、(自 ら認めているように)強 大な力を持つ領主でありたかったのだ。馬
上試合の会場や戦場で、すばらしい馬に跨 り、そのあぶみに美 しい足を掛けたかったのである。
一方で、騎士として味わ う苦しみを、キリス トの受難に関連づけようとした。彼の信仰心を、
騎士道と無関係 と考える必要はない。 しかし彼の信仰心は、騎士階級の信仰心の篤さから見れ
ば、異常ともいえるものであったはずだ。他方、シャルニーの信仰心はと言えば、きわめて標
準的であったように思われる。彼は、騎士としての自分の生き方を清廉潔白なものと信 じて疑
わず、神からそれを授かったことを心から喜んだ。 さらに、自分の苦しみが有意義であると確
信 していたため、自ら埋めようとしていたギャップの存在そのものに気づかなかったのである。
最後に、様々な考えが共に影響しあ う場合の重要な要素について特に話 しておきたいと思 う。
もし私が化学者だったなら、それを、反応を生む触媒 とでも名づけただろう。具体的には、宗
教上の真実 と権威への理解を深める上で、騎士が影響力を持っていたということである。学者
は長年にわたって、反強権主義 と異端に着 目していた。近年では、これに対する反論 として、
16世 紀の宗教改革直前の、教区(つ ま り小教区)レ ベルでの忠実で熱烈な正統信仰の存在を
主張する動きが出てきた。私はさらに別の見方を紹介 したい。騎士たちは中世の教会における
礼典への忠実な(そ して謙虚な)参 加者だった。文献では暴力の行使ばかりを強調 される彼 ら
だが、聖職者が執 り行 う儀式に従 うことを当然 と考えていたのだ。騎士たちは、一般信徒のた
めに定められた標準的形式の大半を遵守し、異説には断固として反対した。ランカスターとシャ
ルニーの例からわかるように、信仰にかけては非常に熱心で、しかも雄弁であった。
しか しながら、中には、騎士 としての考え方や生き方を左右するようなものがあった。その
ような場合、彼 らは教会に対して便宜を図ってくれるよう一少なくとも暗黙の不介入一求めた。
実際のところ、騎士たちは、こうした問題については、神は自分達の味方であって、自分達の
立場を理解 してくれると思っていたはずだ。当然のことながら、騎士たちの神は、戦いの神で
ある。神は恐ろしいほどの天罰を与え、その光景を目にした人々は狂喜するのだ。騎士の考え
では、DominusDeus(主 なる神)と の理想的関係 とは、dominusrex(主 なる王)と の関係
のようなものであった。 しかし、残念ながら神 も王も、必要ではあるが厄介な存在でもある、
公的仲介者(社 会的にはそれほど重要な地位でない場合が多い)と いう階級を生み出した。公
的仲介者とは、有能な騎士 とすばらしい神の問に存在する。すなわち、聖職者 と口やかましい
宮廷官僚のことを言 う。彼 らは、細かな規則 をラテン語で書き並べた羊皮紙の本や巻物で理論
武装 していた。主の意思は測 り知れない。もしこの世界が本当に正 しいものであるなら、騎士
は、官僚を経由せずとも、献身的な奉仕によって、神や王と直接的なっなが りを持っことがで
きたはずだ。
実際には、神も王も、理想化された、非現実的な関係を続けることはなかった。騎士は慎重
に考 えた結果、可能な限 り仲介者に協力することにしたのである。 しか し彼らは、官僚による
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ものであれ聖職者によるものであれ、騎士道の実践が制約される場合、断固としてこれを拒否
した。遵守義務があると考えることすら拒否したのである。そしてこの拒絶を確固たるものと
したのが、造物主と個人的に理解 しあっているとい う、基本的で誇 り高い思いであった。
これを証明する数多い証拠の中でも、馬上試合の辿った運命を取 り上げるのが最 も適当と思
われる。馬上試合が騎士の代表的なスポーツであ り、騎士のアイデンティティに欠かせないも
のであることについては、ほとん どの学者が認めるところであろう。一方で、私が冒頭で紹介
したハチの本か ら明 らかなように、この競技を聖職者が嫌っていたことも明らかな歴史的事実
である。訓話や奇跡の物語では、 しば しば馬上試合が、七つの大罪のいずれかを生み出す場 と
して描かれ る。 いかに も聖職者 らしく、参加者 を 「tourneyers(競 技選手)」 ではなく、
「tormentors(苦 痛をもたらす者)」 と呼ぶべきだ と主張する者もいる。こうした主張は、中
世は言 うに及ばず、それ以降も続いた。確認できたところでは、15世 紀や16世 紀になっても、
説教者に対 して同じことが言われていた。
もちろん、馬上試合を騎士道の正当な一部であるとする二人の敬虔な騎士、ランカスター と
シャルニーの時代には、すでに聖職者の主張を支持する者はほとんどいなかった。ランカスター
は馬上試合に熱心に参加 した。彼は、他の様々な事柄については懺悔 したにもかかわ らず、馬
上試合やダンスという騎士の娯楽については、それ 自体は悪ではないと主張する。すでに見て
きた通 り、シャルニーにとって、騎士道を全 うするために必要な段階 として、一騎打ちと、さ
らに徳の高い戦闘への参加があった。
一世紀以上前の12世 紀後半、騎士の鑑 として崇められたウィリアム ・マーシャルは、死の
床にあった。そんな彼に、その城内騎士の一人である、サー ・ヘンリー ・フィッツジェラル ド
が伝 えたことがあった。それは、教会が彼に対 して、馬上試合で得たものを返還するよう要求
しているということだった。それに対 し、マーシャルはこう答えた。
「ヘンリー、よく聞いてくれ。聖職者は我々に対 して厳 しすぎるのだ。何か ら何まで奪って
いこうとする。私は500人 の騎士を捕らえ、その武器、馬、装備を奪った。それが原因で、
神が王国の門を閉ざしたとしても、私にはどうすることもできない。一度奪ったものを返
すことはできないからだ。私には、神に我が身を捧げる以外に何 もできない。 これまでの
すべての罪を、私が行ったすべての悪行を悔やむ以外には何もできないのだ。聖職者が私
を地獄 に落とそ うとするのでなければ、彼 らはもはや何も求めることはできないのだ。 し
か し、彼らの教えは間違っている。そ うでなければ、誰も救われないことになるではない
か。」
この言葉に対 し、マーシャルの友人であるジョン ・デル リーは、厂まさにその通 りだ」22と答
えた。
一般信者がこれほどの独立を保っていたということは注 目に値する。なぜなら、彼 らの社会
的 ・文化的影響はきわめて大きいからだ。そのような影響力なくして、騎士道の代弁者(聖 職
者 と騎士の両方から成 る)に 、不可能を可能にすることなどできなかったはずだ。彼 らは、宗
教上のイメージに関する柔軟な表現を操ることができただろうか。あるいは、戦闘、鍛錬:、そ
して切 りつけた り突き刺 した りといった危険な行為 を、それが特にキ リス ト教徒の間で行なわ
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れた場合 、一種 の 「キ リス トのまねび」 と考 えるこ とがで きただ ろ うか。マー シャルが死の床
で 口に した言葉 は、一般信者 の独 立につ いて、多 くの示唆 を与 えて くれ る。それは これか ら先
も難 しい問題 を提 起するだろ う。 マ ックス ・ウェーバー には申 し訳ないが、ひ ょっ とす ると、
現在執筆 中の本 の最 終章の題名 は、 「プ ロテ スタ ンテ ィズムの倫理 と騎 士道 の精神」 にな るか
もしれ ない。 しか し、 この話 については、別 の機 会 に譲 ろ う。
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 [Abstract] 
     Chivalric Violence and Religious Valorization 
                   Richerd W. KAEUPER 
                            Universityof Rochester 
What was the relationship between the violent self-definition of Medieval European knights and 
their piety? Scholars have long known that the attitude of clerics to the knighthood and its 
violence was ambivalent. They needed the armed force of the warriors to be, in theory, the policemen 
of society and to fight foreign foes. Yet they feared the violence of competitive prowess and 
 ~c 
private war" in a rapidly developing society. This paper moves beyond this well-known dichotomy 
to ask how did the knights themselves understand the relationship of their violent vocation to the 
religion of Christ, which, at least at its core, preserved notions of non-vengeance and charity. 
Two mid-fourteenth-century treatises written by vigorous practicing knights are closely analyzed: 
Henry of Lancaster's Livre de seyntz medicines (The Book of Holy Remedies) and 
Geoffrol de Charny's Livre de chevalerie (The book of Chivalry). These books show 
basic chivalric attitudes about piety, asceticism and the rigors of knightly life.
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